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～公文書館だより 　～40

みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　劇場（又吉直樹／著）　家康の遠き道（岩井三四二／著）
　図書館は逃走中（デイヴィッド・ホワイトハウス／著） 孤道（内田康夫／著）
　人質オペラ（荒木源／著） 花しぐれ（梶よう子／著） めぐみ園の夏（高杉良／著）
　潮騒はるか（葉室麟／著） 落語魅捨理全集（山口雅也／著）

●随筆・詩などの文学　私日記９（曽野綾子／著） 乱歩と清張（郷原宏／著）
　うたかたの日々（諏訪哲史／著） 欠歯生活（北尾トロ／著）
　ミステリ国の人々（有栖川有栖／著） アガサ・クリスティーの大英帝国（東秀紀／編）
　女と男の品格。（伊集院静／著）

●その他の本　働けるうちは働きたい人のためのキャリアの教科書
　（木村勝／著） 虹色のチョーク（小松成美／著）
　あなたのその「忘れもの」コレで防げます（芳賀繁／著）
　ようこそ、認知症カフェへ（武地一／著）
　知らないと危ない！ズルい食品ヤバい外食（河岸宏和／著）
　美しい日本のくせ字（井原奈津子／著）
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陶
山
一い

っ
か
ん貫

　

通
古
賀
区
に
あ
る
個
人
宅
の
庭
に
、
大
き

な
石
碑
が
い
ま
も
遺の

こ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

三さ
ん

条じ
ょ
う

公こ
う

手し
ゅ
さ
い
の
ま
つ

栽
松
紀
念
碑
で
す
。
三
条
公
は

三
条
実さ

ね
と
み美

の
こ
と
で
、
幕
末
に
長
州
か
ら
移

さ
れ
て
太
宰
府
に
や
っ
て
き
た
五
卿
の
ひ
と

り
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
石
碑
は
、
こ
の
実
美
と
通
古
賀
に

居
を
構
え
て
い
た
医
師
・
陶
山
一
貫
と
の
関

わ
り
を
示
す
も
の
で
す
。

　

実
美
ら
五
卿
は
、
太
宰
府
滞
在
中
に
幾
度

と
な
く
、
陶
山
一
貫
の
邸
宅
を
訪

れ
て
交こ

う

誼ぎ

を
結
び
ま
し
た
。
明
治

維
新
を
迎
え
、
復
官
し
帰
洛
す
る

こ
と
と
な
っ
た
実
美
は
、
そ
の
昵じ

っ

懇こ
ん

な
る
交
流
の
記
念
と
し
て
、
自

分
の
盆
栽
の
松
を
、
手て

ず
か
ら
一

貫
の
庭
前
に
植
え
た
の
で
す
。

　

後
に
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
紀
念
碑
が
建

て
ら
れ
、
郷
土
史
家
・
江
島
茂し

げ

逸と
し

が
『
三
条
公
手
栽
松
由
来
記
』
を

著
し
ま
し
た
。
こ
の
由
来
記
は
、
陶
山
一
貫

の
家
系
か
ら
説
き
起
こ
し
、
実
美
が
一
貫
邸

の
庭
に
松
を
手
栽
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
由
来
記
に
は
ま
た
、
陶
山
一
貫
と
野の

村む
ら

望ぼ
う
と
う東
尼に

の
関
係
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
望

東
尼
は
、
幕
末
勤
皇
派
の
歌
人
で
、
筑ち

く

前ぜ
ん
の
く
に国

御お

厩う
ま
や

後
の
う
し
ろ

（
現
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
、

40
歳
の
時
に
平
尾
山
荘
（
現
福
岡
市
中
央
区

平
尾
）
に
隠い

ん
せ
い棲
、
夫
の
死
没
を
機
に
54
歳
で

剃て
い
は
つ髪

・
受じ

ゅ

戒か
い

し
ま
す
。
そ
の
後
京
都
へ
赴
き

ま
す
が
、
再
び
福
岡
へ
戻
り
、
平
尾
山
荘
に

勤き
ん
の
う皇

の
志
士
を
か
く
ま
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、
福
岡
藩
に
よ
る

尊
皇
攘
夷
派
弾
圧
に
あ
い
、
10
月
、
姫
島（
現

福
岡
県
糸
島
市
）
へ
流
刑
と
な
り
、
同
３
年
、

三
田
尻
（
現
山
口
県
防
府
市
）
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

由
来
記
に
よ
れ
ば
、
望
東
尼
は
太
宰
府
天

満
宮
へ
の
尊
崇
厚
く
、
菅
原
道
真

の
月
命
日
に
あ
た
る
25
日
に
は
欠

か
さ
ず
天
満
宮
を
参
拝
し
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
つ
い
で
に
、
一
貫

宅
を
訪
れ
て
、
と
も
に
天
下
国
家

を
談
ず
る
こ
と
を
無
上
の
楽
し
み

と
し
て
お
り
、
一
貫
も
ま
た
望
東

尼
と
談
話
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
、
毎
月
25
日
に
は
朝
か
ら
席

を
設
け
て
、
来
た
れ
ば
茶
菓
を
饗

し
て
歓
待
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
た
り
の
深
い
親
交
を
裏
づ
け
る
よ

う
に
、
一
貫
の
手
元
に
は
望
東
尼
が
詠
ん
だ

和
歌
の
短
冊
や
手
紙
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
ま
た
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
、

陶
山
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
貫
と
五
卿
、
望
東
尼
と
の
交

流
は
、
幕
末
維
新
期
の
太
宰
府
を
語
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
い
ま
に
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。
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